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はじめに

本書は、テキストエディタアプリケーションである「Sublime	Text」（サブライム・テ

キスト）のガイドブックです。

Sublime	Textは、Web制作者の皆さんが普段利用される素敵なGUIを備えたオーサ

リングツールとは比べものにならない、必要最低限の機能だけしかないシンプルで無

骨なテキストエディタ（70USドル）であるにもかかわらず、世界中のWebデザイナー

やWebデベロッパーの間で大人気となっています。日本では「Sublime	Text	2」が登

場した3年ほど前から、海外の情報に詳しい一部のWeb制作者たちが利用し始めた

ことで、このエディタの存在が広く知られることになりました。

Web制作に利用するテキストエディタは、その利用目的や操作性において利用

者の好みが色濃く表れるものです。総合開発環境として有名なEclipseをはじめ、

WebStormやPhpStorm、秀丸やVim、Emacsなど、ときにはその操作性や使い勝

手の差をそれぞれの愛用者同士が自慢しあう光景も見られます。また、スニペットを

はじめとしたこれまで自分で溜め込んだ資産をホイソレと手放すことができないのも

事実。そんな中にあって何故Sublime	Textがここまで人気を集めるのか、それはパッ

ケージシステムを使った拡張性の高さから、多様な環境や開発言語に自分好みで柔軟

に対応できる点が人気を得ている理由の1つともいえるでしょう。

本書は、「Sublime	Textのことなら俺にまかせろ」とでもいいたげな現役でWeb制作

に従事する4人の執筆陣が、テキストエディタとしての基本的な操作方法はもちろん

のこと、現在の多様なWeb制作のニーズにあわせて使えるパッケージを厳選しその

用途や使い方を解説しています。本書が、Sublime	Textをうまく使いこなせない方

はもちろん、これから使い始めようと考えている方、そしてより多くのWeb制作者

の一助となれば幸いです。

2014年2月

こもりまさあき
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まずは多くの人を惹きつけるSublime Text の特徴や魅力的な機能
の数々をまとめて紹介します。

Sublime Textとは
1 1

　Sublime	Text 図	1 は、オーストラリアの

Sublime	HQ	Pty	Ltdが2008年にリリースした

シェアウェアのテキストエディタです。強力な編

集機能、柔軟な拡張機能などの特徴から、海外で

は非常に高い人気を誇っています。国内でも徐々

に人気が高まっており、ネットを検索すればさま

ざまな情報を確認することができるでしょう。

　2014年2月現在の最新バージョンは2ですが、

すでにバージョン3のパブリックベータ版が公開されており、そう遠くない時期

に3の正式版が公開される予定です。

海外での高評価
　海外サイトTutorialzineの記事「Which	is	the	Best	Code	Editor?」では、13

個のエディタを、使いやすさ・機能・拡張性・価格などから比較・評価しています。

その中でSublime	Textは、13個中最高評価の星4.6を獲得しています 図	2 。

図	2 Which	 is	 the	Best	Code	Editor?	 |	Tutorialzine（http://tutorialzine.
com/2012/07/battle-of-the-tools-which-is-the-best-code-editor/）
価格以外はすべて星5の評価をされている

図	1 Sublime	Text

http://tutorialzine.com/2012/07/battle-of-the-tools-which-is-the-best-code-editor/
http://tutorialzine.com/2012/07/battle-of-the-tools-which-is-the-best-code-editor/
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　国内でもSublime	Textを称賛する記事が数多くあり、徐々にユーザーを増や

しています。

　Sublime	Text公式サイトページのタイトル 図	3 には、開発者ジョン・スキナー

氏の次のようなメッセージが載せられています。

「The text editor you'll fall in love with」（恋に落ちるテキストエディタ）

　開発サイドの強い自信を感じさせる言葉ですが、そのメッセージどおり、恋に

落ちるといっても過言ではないすごい機能をたくさんもっています。その魅力を

最初に紹介しましょう。

Sublime	Text:	The	text	editor	you'll	fall	in	love	with	
（http://www.sublimetext.com/）

図	3

強力な編集機能
　Sublime	Textの１つ目の魅力は、エディタの本質である編集機能が強力なこ

とです。特にWeb制作やプログラミングで欠かせないコード編集に役立つ機能

が、標準で数多く用意されています。

Sublime Textのここがすごい

http://www.sublimetext.com/
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執筆時点（2014年2月）
のPackage	Controlサイ
トへの登録数です。

インクリメンタル検索と
は、キーワードを入力し
ている途中で検索を行い、
リアルタイムで検索結果
を表示してくれる機能で
す。

執筆時点（2014年2月）
の価格です。

ヒント＊2

ヒント＊1

ヒント＊3

P.117詳しくは
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• 入力を的確に補助するコード補完はもちろんのこと、短縮したワードで定型の

コードを展開してくれる「スニペット」機能でコード入力を高速化できる

• 複数箇所をリアルタイムで編集できる「Multiple Selections」は、特定のワー

ドを一括で修正したり、複数行をまとめて編集したりできる

• 「Goto Anything」はファイルおよびプロジェクトをインクリメンタル検索*1し、

すぐに指定の場所にジャンプできる

• 右側に表示される「ミニマップ」でコード全体を把握でき、長大なコードでも

すばやく目的の行まで移動できる

• 「Vintageモード」というVimのようなキーバインドで操作できる機能もある

ので、CUI操作に慣れた方にもおすすめ

　主要なテキスト編集機能を紹介した動画が、公式サイトのトップページに掲載

されています 図	3 。ぜひ一度見てみてください。

柔軟なカスタマイズ性
　2つ目の魅力は、非常に強力で柔軟なカスタマイズ性です。「パッケージ」と呼

ばれるプラグインを追加することで、機能を拡張することができます。

　パッケージはSublime	Textの機能を非常に強力にしてくれます。言語追加や

スニペットなどの編集機能はもちろんのこと、デバッガやFTPクライアントな

どもあり、インストールしていくとエディタの枠を超えて IDEに近い機能まで備

えることができます。

　パッケージは有償・無償を合わせて2,000個以上 *2あり、今後もどんどん増え

ていく見込みです。初期状態ではパッケージを導入する手順が少々手間なのです

が、「Package	Control」という管理ツールが提供されており、これをインストー

ルしておけば、簡単にパッケージの追加や管理ができるようになります。

　また、環境設定でインターフェイスや挙動を細かく設定できるほか、テーマ機

能やカラースキームもあり、見た目やカラーリングのカスタマイズも可能です。

スニペットやショートカットも簡単にカスタマイズでき、これらの柔軟な拡張性

により、自分に合ったカスタマイズが自由自在にできるのも人気の理由です。

試用は無期限・機能無制限
　Sublime	Textはシェアウェアで、1ユーザー分のライセンスが70USドル *3

で販売されています。ただし、ライセンスを購入しなくても無期限で試用できま

す。しかも、ファイルを保存する際にときどき購入を促すダイアログボックスが
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表示されるだけで、機能制限などはありません。気に入ったら購入してくれれば

いいという太っ腹な仕様なので、これもまた1つの自信の表れといえるかもしれ

ません。

クロスプラットフォーム
　Windows、Mac、Linuxのクロスプラットフォームに対応しています。インター

フェイスやショートカットもほとんど同じなので、複数の環境を使っている人で

も操作に迷うことはないでしょう 図	4 。

図	4 左からWindows、Mac、Linux版のSublime	Text

　なお、本書は主にWindowsとMacのユーザーを対象として執筆しています。

豊富な対応言語
　Sublime	Textは標準で数多くの言語に対応しています 図	5 。これらの言語は

標準でコードがシンタックスハイライト（色分け）されます。言語によってはコー

ド補完にも対応しています。

図	5 標準で対応している言語

ActionScript、AppleScript、ASP、batch	fi	les、C、C++、C#、Clojure、CSS、D、Diff、
Erlang、Go、Graphviz	 (DOT)、Groovy、Haskell、HTML、Java、JSP、JavaScript、
JSON、LaTeX、Lisp、Lua、Makefiles、Markdown、MATLAB、Objective-C、
OCaml、Perl、PHP、Python、R、Rails、Regular	Expressions、reStructuredText、
Ruby、Scala、shell	scripts	(Bash)、SQL、Tcl、Textile、XML、XSL、YAML

　上記以外の言語もパッケージをインストールすることで、追加できます。新し

い言語やメタ言語、フレームワーク拡張言語など、さまざまな言語対応のパッケー

ジが開発・公開されており、対応していない言語はないといっても過言ではあり

ません。
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　執筆時点ではバージョン2の正式版に加えてバージョン3のパブリックベータ

版が公開されており、2種類のSublime	Textが併存しています。バージョン3

へのメジャーアップデートでは、さまざまな新機能の追加、安定性・パフォーマ

ンスの向上などが行われていますが、インターフェイスやアイコンなど見た目の

違いはほとんどありません 図	6 。

図	6 Windows版のSublime	Text	2（左）とSublime	Text	3（右）のユーザーインターフェイス

　主要な機能はバージョン2からすべて引き継がれているので、共通部分の操作

はまったく同じです。違和感なく3へ移行できるでしょう。バージョン3は実用

可能なレベルにあるとはいえベータ版なのでバグが存在する可能性があります

が、Sublime	Text	2のサポートを終了する人気の高いパッケージも増えてきて

いるので、機能をフルで使いたい場合は現時点でもバージョン3を使うことをお

すすめします。

　2と3は別の場所にインストールされるので、別アプリケーションとして同時

に起動することが可能です。2から3へ乗り換える場合は、2も残しておいて様

子を見ながら移行するといいでしょう。

バージョン 2と 3の違い
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　Sublime	Textをダウンロードする場合は、公式ページのナビゲーションから

「Download」ページを表示し、目的のOSのリンクをクリックします 図	7 。

　執筆時点でナビゲーションから直接アクセスできるのは、バージョン2のダウ

ンロードページです。バージョン3をダウンロードしたい場合は、同ページ内の

「Sublime	Text	3	 is	currently	 in	beta,」のリンクからダウンロードページに移

動してください。正式に3がリリースされた際には、ナビゲーションのリンク先

はバージョン3になるでしょう。

Sublime	Text	-	Download（https://www.sublimetext.com/2）　
使用しているOSを選択し、インストーラーをダウンロード

図	7

Sublime Textをダウンロードする

さっそくSublime Textインストールしてみましょう！　ここでは
ライセンスの購入や登録方法も解説します。

Sublime Textのダウンロード
とインストール1 2

https://www.sublimetext.com/2
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ポータブル版はUSBメ
モリに入れてそのまま利
用できるバージョンです。
任意のPCに接続すれば
すぐに普段の環境で作業
できるので、移動が多い
人におすすめです。機能
面ではインストール版と
ほとんど変わりません。
なお、本書はインストー
ル版で検証・執筆してい
ます。

ビジネスライセンスで会
社のマシン用に購入した
ものは、個人のマシンに
インストールできません。

ヒント＊4

ヒント＊6
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ヒント＊5
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　インストール方法は一般的なアプリケーションと変わりません。Macはdmg

ファイルを開き［アプリケーション］フォルダにドラッグします。Windows

はインストーラーをダブルクリックで起動してインストールします。なお、

Windowsはインストール不要のポータブル版も用意されています *4。Linuxは

展開してインストールする方法のほか、PPAを使ってインストールすることも

できます。

　Sublime	Textが気に入ってライセンスを購入したい場合は、公式サイトの

「Buy」ページからPayPalまたはクレジットカード決済で購入することができま

す 図	8 。

Sublime	Text	-	Buy（https://www.sublimetext.com/buy）図	8

　価格は1ユーザー70USドル*5で、バージョン3へのアップデートライセンスも

含まれています。ライセンスには個人向けと企業向けのビジネスライセンスがあ

り、ビジネスライセンスではライセンス数に応じた値引きも用意されています*6。

ただし、教育機関へのアカデミック版は提供されていないようです。

Sublime Textのインストールは簡単

ライセンスを購入する

https://www.sublimetext.com/buy


1-2 　
S

ub
lim

e	Text の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
イ
ン
ス
ト
ー
ル
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ライセンス方式なので、
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PayPalの画面に切り替わり、クレジットカードで決済できる。すでにPayPal
アカウントをもっている人は上の「Pay	with	my	PayPal	account」を選ぼう

図	8

　購入手続きが終わり次第、メールにてライセンスキー *7が発行されるので、

Sublime	Textの［Help］メニューから［Enter	License］を選択して、表示される

ウィンドウに、発行されたライセンスキーをコピー＆ペーストします 図	9 。

ライセンスをコピー＆ペーストする図	9

　Sublime	Text本体およびリポジトリに登録されているパッケージ *8は、自動

的にアップデートされます *9。

最新版へのアップデートは自動で行われる
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　Sublime	Textのインターフェイスは次のように構成されています図10。

Sublime	Textの画面構成（Mac版）図10

サイドバー タブ

ステータスバー

ミニマップメインエリア

　画面構成は大きく分けてメインエリア、サイドバー、ミニマップ、タブ、ステー

タスバーで構成されています。それぞれメニュー操作で表示／非表示を切り替え

ることができます。

画面各部の名称

Sublime Textの画面解説
1 3

ここではSublime Textの画面構成について解説します。メニューな
どはすべて英語ですが、シンプルでわかりやすいインターフェイス
となっているので、迷わず直感的に使うことができるでしょう。
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　OSによってメニューや閉じるボタンなどの配置は異なりますが、Sublime	

Text固有の画面構成は同じです図11。

図11 Windows版（左）とLinux版（右）

分割可能なメインエリア
　テキストを編集するメインエリアは分割することができます。HTMLとCSS

などを、同時に見比べながら編集したい場合などに便利です図12。横4列まで、

縦3行まで、または2列×2行の4グリッドに画面を分割することができます。

分割した画面を「グループ」と呼び、それぞれにタブ付きで複数のファイルを開

くことができます。

図12 「Columns:	2」表示（左）と「Grid:	4」表示（右）

　画面を分割するには、次の操作を行います。

• メニュー操作： ［View］→［Layout］→［Single］～［Grid: 4］

• ショートカットキー：（Mac）横分割 ÌoptionÔ＋ ÌcommandÔ＋ Ì1Ô～ Ì4Ô　

  縦分割 ÌoptionÔ＋ ÌshiftÔ＋ ÌcommandÔ＋ Ì1Ô or Ì2Ô

	 （Windows）ÌaltÔ＋ ÌshiftÔ＋ Ì1Ô～ Ì9Ô（Ì6Ô、Ì7Ôを除く）
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　なお、Sublime	Text	3では、［View］メニューの［Layout］→［Groups］から、

より詳細に画面分割をすることができます。

サイドバー
　現在開いているファイルや、登録したフォルダ（プロジェクト）を表示します。

表示するファイル切り替えや、開く／閉じるなどの操作ができます。

　サイドバー自体の表示／非表示は次の操作で切り替えます。

• メニュー操作： 

［View］→［Side Bar］→［Hide Side Bar］⇔［Show Side Bar］

• ショートカットキー：（Mac）ÌcommandÔ＋ ÌKÔ, ÌcommandÔ＋ ÌBÔ*10	

（Windows）ÌCtrlÔ＋ ÌKÔ, ÌCtrlÔ＋ ÌBÔ

ミニマップ
　コードの全体図を縮小表示したものです。マップ上をクリックすると、その位

置にスクロールします。次の操作で表示／非表示を切り替えます。

• メニュー操作：［View］→［Hide Minimap］⇔［Show Minimap］

タブ
　1画面内で複数のファイルをタブ表示できます。ブラウザのタブと同じと思え

ばわかりやすいでしょう。タブはドラッグして順番を入れ替えることができ、ウィ

ンドウの外までドラッグすると別ウィンドウとなります。また、タブ領域中のタ

ブがないところでダブルクリックすると新規ファイルを作成できます。

　次の操作でタブの表示／非表示を切り替えることができます。

• メニュー操作：［View］→［Hide Tabs］⇔［Show Tabs］

ステータスバー
　ステータスバーの左側には、現在カーソルがある行数や文字位置が表示されて

います。テキストを選択した状態にすると文字数と行数をカウントします。右部

の「Tab	Size:	4」と表示されている部分は、クリックするとタブサイズや、タブ
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とスペースを変換するメニューなどが選べます。「JSON」などの言語名が表示さ

れている部分は、現在のシンタックスモードを表示しています *11。クリックす

ると登録されているシンタックスモードが選択できます。

図13 ステータスバー

　次の操作でステータスバーの表示／非表示を切り替えることができます。

• メニュー操作：［View］→［Hide Status Bar］ ⇔ ［Show Status Bar］

　Sublime	Textには、フルスクリーンと集中モードという2種類の全画面表示

モードがあります。

フルスクリーン
　フルスクリーンは画面いっぱいにSublime	Textを表示します。最大化との違

いは、タスクバーやウィンドウの枠がなくなり、完全にSublime	Textの画像だ

けになる点です。Macでは、Mission	Controlの1画面となります。

• メニュー操作：［View］→［Enter Full Screen］⇔［Exit Full Screen］

• ショートカットキー：（Mac）ÌcontrolÔ＋ ÌcommandÔ＋ ÌFÔ、（Windows）ÌF11Ô

集中モード
　集中モードでは、サイドバーやミニマップなどもなくなり、メインエリアだけ

が全画面表示されます *12。Macでは、Mission	Controlの1画面となります。

• メニュー操作：

［View］→［Enter Distraction Free Mode］ ⇔ ［Exit Distraction Free Mode］

• ショートカットキー：（Mac）ÌcontrolÔ＋ ÌshiftÔ＋ ÌcommandÔ＋ ÌFÔ 

（Windows）ÌShiftÔ＋ ÌF11Ô

集中して作業できる全画面表示モード
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F i l e

New	File　（新規ファイル）

Open　（ファイルを開く）

Open	Recent　（最近開いたファイル）

Reopen	with	Encoding　（エンコードを変更して再度開く）

New	View	into	File　（同一ファイルを新規タブで開く）

Save　（保存）

Save	with	Encoding　（エンコードを指定して保存）

Save	As　（別名保存）

Save	All　（すべて保存）

New	Window　（新規ウィンドウ）

Close	Window　（ウィンドウを閉じる）

Close	File　（ファイルを閉じる）

Revert	File　（ファイルを開き直す）

Close	All	Files　（すべてのファイルを閉じる）

Exit　（Sublime	Textを終了）*13

E d i t

Undo　（取り消す）

Redo　（やり直す）

Undo	Selection Soft	Undo　（選択やカーソル移動などを取り消す）
Soft	Redo　（選択やカーソル移動などをやり直す）

Copy　（コピー）

Cut　（切り取り）

Paste　（貼り付け）

Paste	and	Indent　（インデントして貼り付け）

Paste	from	History　（クリップボード履歴から貼り付け）	*14

対訳付きメニュー一覧
1 4

実際の機能については次章以降で解説していきますが、先に
Sublime Textのメニューを一覧で簡単に紹介しましょう。メニュー
項目はすべて英語なので、日本語訳と併記しておきます。なお、
［Help］メニューや［Window］メニューなど、直接テキスト編集に
関係ないメニューは割愛しています。

P.62

P.58

P.56
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Line Indent　（インデント）
Unindent　（インデントの削除）
Reindent　（再インデント）
Swap	Line	Up　（上の行と入れ替える）
Swap	Line	Down　（下の行と入れ替える）
Duplicate	Line　（行の複製）
Delete	Line　（行の削除）
Join	Lines　（行の結合（改行を削除））

Comment Toggle	Comment　（コメントを挿入）
Toggle	Block	Comment　（ブロックコメントを挿入）

Text Insert	Line	Before　（前（上）に行を挿入）
Insert	Line	After　（後（下）に行を挿入）
Delete	Word	Forward　（カーソルより前の単語を削除）
Delete	Word	Backward　（カーソルより後の単語を削除）
Delete	Line　（行の削除）
Delete	to	End　（カーソルより後の行を削除）
Delete	to	Beginning　（カーソルより前の行を削除）
Transpose　（文字の入れ替え）

Tag Close	Tag　（タグを閉じる）
Expand	Selection	to	Tag　（タグ内を選択）
Wrap	Selection	With	Tag　（タグで囲む）

Mark Set	Mark　（マークをセット）
Select	to	Mark　（マークからカーソルを選択）
Delete	to	Mark　（マークからカーソルを削除）
Swap	with	Mark　（マークを入れ替え）
Clear	Mark　（マークを削除）
Yank　（ヤンク）

Code	Folding Fold　（コードを折りたたむ）
Unfold　（折りたたみ解除）
Unfold	All　（すべての折りたたみ解除）
Fold	All　（すべて折りたたむ）
Fold	Level	2	～	9　（階層で折りたたみ）
Fold	Tag	Attributes　（タグの属性を折りたたむ）

Convert	Case Title	Case　（頭文字を大文字）
Upper	Case　（大文字）
Lower	Case　（小文字）
Swap	Case　（大文字・小文字を入れ替える）

Wrap Wrap	Paragraph	at	Ruler　（ルーラーで折り返し	Wrap）
Paragraph	at	70	～	120　（指定した文字数で折り返し）

Show	Completions　（コード補完を表示）

Sort	Lines　（行をソートする）

Sort	Lines（Case	Sensitive）（行をソートする（大文字・小文字を区別））

Permute	Lines Reverse　（行を反転）
Unique　（重複した行を削除）
Shuffl	e　（行をシャッフル）

Permute	Selections Sort　（選択範囲をソートする）
Sort（Case	Sensitive）　（選択をソートする（大文字・小文字を区別）
Reverse　（選択範囲を反転）
Unique　（重複した選択を削除）
Shuffl	e　（選択範囲をシャッフル）

Special	Characters　（特殊文字（Macのみ））

	

P.77

P.104

P.79

P.61

P.61

P.90

P.114
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S e l e c t i o n

Split	into	Lines　（複数行カーソル）

Add	Previous	Line　（前（上）にカーソル追加）

Add	Next	Line　（後（下）にカーソル追加）

Single	Selection　（カーソル・選択範囲を単一にする）

Invert	Selection　（選択範囲を反転）	*15

Select	All　（すべてを選択）

Expand	Selection	to	Line　（行を選択）

Expand	Selection	to	Word　（単語を選択）

Expand	Selection	to	Paragraph　（段落を選択）

Expand	Selection	to	Scope　（スコープを選択）

Expand	Selection	to	Brackets　（カッコの中を選択）

Expand	Selection	to	Indentation　（同じ階層のものを選択）

Expand	Selection	to	Tag　（要素の中身を選択）

F i n d

Find　（検索）

Find	Next　（次を検索）

Find	Previous　（前を検索）

Incremental	Find　（インクリメンタル検索）

Replace　（置換）

Replace	Next　（次を置換）

Quick	Find　（選択範囲のワードを検索）

Quick	Find	All　（選択範囲のワードをすべて検索）

Quick	Add	Next　（選択範囲のワードの次を検索）

Quick	Skip	Next　（選択をスキップ）*16

Use	Selection	for	Find　（選択範囲のワードを検索ボックスに指定）

Use	Selection	for	Replace　（選択範囲のワードを置換ボックスに指定）

Find	in	Files　（ファイル・フォルダから検索）

Find	Results Show	Results	Panel　（検索結果を表示）
Next	Result　（次の結果）
Previous	Result　（前の結果）

P.59

P.106

P.106

P.107

P.105

P.65
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V i e w

Side	Bar Show	Side	Bar	/	Hide	Side	Bar　（サイドバーの表示・非表示）
Show	Open	Files	/	Hide	Open	Files　（開いているファイルの表示・非表示）

Show	Minimap	/	Hide	Minimap　（ミニマップの表示・非表示）

Show	Tabs	/	Hide	Tabs　（タブの表示・非表示）

Show	Status	Bar	/	Hide	Status	Bar　（ステータスバーの表示・非表示）

Show	Menu	/	Hide	Menu　（メニューの表示・非表示）*17

Show	Console	/	Hide	Console　（コンソールの表示・非表示）

Enter	Full	Screen	/	Exit	Full	Screen　（フルスクリーンのオン・オフ）

Enter	Distraction	Free	Mode	/	Exit	Distraction	Free	Mode　（集中モードのオン・オフ）

Layout Single（単一画面）
Columns:	2　（横 2分割画面）
Columns:	3　（横 3分割画面）
Columns:	4　（横 4分割画面
Rows:	2　（縦 2分割画面）
Rows:	3　（縦 3分割画面）
Grid:	4　（縦横 4分割画面）

Groups	*18 	
Move	File	to	New	Group　（新しいグループへ移動）
New	Group　（新規グループ）
Close	Group　（グループを閉じる）
Max	Columns:	1～　（横カラムの上限を指定）

Focus	Group Next　（フォーカスを次のグループに移動）
Previous　（フォーカスを前のグループに移動）
Group	1～　（フォーカスを指定したグループへ移動）

Move	File	To	Group Next　（ファイルを次のグループに移動）
Previous　（ファイルを前のグループに移動）
Group	1～　（ファイルを指定したグループへ移動）

Syntax　（シンタックスモードの指定）

Indentation Indent	Using	Spaces　（インデントにスペースを使用する）
Tab	Width:	1～　（タブサイズの指定）
Guess	Settings	From	Buffer　（インデントを自動設定）
Convert	Indentation	to	Spaces　（インデントをスペースに変換）
Convert	Indentation	to	Tabs　（インデントをタブに変換）

Line	Endings　（改行コード）

Word	Wrap　（行の折り返し）

Word	Wrap	Column　（折り返しの位置指定）

Ruler　（ルーラー）

Spell	Check　（スペルチェック）

Next	Misspelling　（次のミススペルへ移動）

Prev	Misspelling　（前のミススペルへ移動）

Dictionary　（スペルチェックの辞書の指定）

P.19

P.21

P.64

P.90

P.19

P.78
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G o t o

Goto	Anything　（リアルタイム検索・移動）

Goto	Symbol　（シンボル検索・移動）

Goto	Symbol	in	Project　（プロジェクト内のシンボル検索・移動）	*19

Goto	Defi	nition　（定義検索・移動）	*19

Goto	Line　（行移動）

Jump	Back　（編集位置を戻る）	*19

Jump	Forward　（編集位置を進む）	*19

Switch	File Next	File　（次のファイル）
Previous	File　（前のファイル）
Next	File	in	Stack　（前に開いたファイル）
Previous	File	in	Stack　（後に開いたファイル）
Switch	Header/Implementation　（ヘッダファイル・実装ファ
イルの切り替え*20）

Scroll Scroll	to	Selection　（カーソルを画面中央にスクロール）
Line	Up　（1行上にスクロール）
Line	Down　（1行下にスクロール）

Bookmarks Toggle	Bookmark　（ブックマークの登録・解除）
Next	Bookmark　（次のブックマークに移動）
Prev	Bookmark　（前のブックマークに移動）
Clear	Bookmarks　（すべてのブックマークを解除）
Select	All	Bookmarks　（すべてのブックマークにカーソル）

Jump	to	Matching	Bracket　（マッチする括弧内を移動）

To o l s

Command	Palette　（コマンドパレット）

Snippets　（スニペット）

Build	System　（ビルドシステムを選択）

Build　（ビルドを実行）

Cancel	Build　（ビルドのキャンセル）

Build	Results Show	Build	Results　（ビルド結果を表示）
Next	Result　（次の結果）
Previous	Result　（	前の結果）

Save	All	on	Build　（ビルド実行前に保存する）

Record	Macro	/	Stop	Recording	Macro　（マクロの記録・停止）

Playback	Macro　（マクロの再生）

Save	Macro　（マクロの保存）

Macros　（マクロ一覧）

New	Plugin　（新規プラグインの作成）

New	Snippet　（新規スニペットの作成）

P.67

P.39

P.133

P.91

P.91

P.108
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P r o j e c t

Open	Project　（プロジェクトを開く）

Switch	Project　（プロジェクトの切り替え）

Quick	Switch	Project　（プロジェクトのクイック切り替え）

Open	Recent　（最近開いたプロジェクト）

Save	Project	As　（プロジェクトの別名保存）

Close	Project　（プロジェクトを閉じる）

Edit	Project　（プロジェクトの設定）

New	Workspace	for	Project　（新規ワークスペースを同一プロジェクトで作成）

Save	Workspace	As　（ワークスペースの別名保存）

Add	Folder	to	Project　（プロジェクトにフォルダを追加）

Remove	all	Folders	from	Project　（すべてのフォルダをプロジェクトから削除）

Refresh	Folders　（フォルダの再読み込み）

P r e f e r e n c e s *21

Browse	Packages　（［Packages］フォルダを開く）

Settings	-	Default　（デフォルト設定）

Settings	-	User　（ユーザー設定）

Settings	-	More Syntax	Specifi	c	-	User　（特定の言語（拡張子）の設定）
Distraction	Free	-	User　（集中モードの設定）

Key	Bindings	-	Default　（デフォルトのキーバインディング設定）

Key	Bindings	-	User　（ユーザー定義のキーバインディング設定）

Font　（フォント） Larger　（文字を拡大）
Smaller　（文字を縮小）
Reset　（文字サイズをリセット）

Color	Scheme　（カラースキームを変更）

P.81

P.82

P.28
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　環境設定はWindows版では［Preferences］メニューから、Mac版では

［Sublime	Text］メニューの［Preferences］から設定します。

図14 Mac版の［Preferences］メニュー

　［Preferences］メニューでは、以下の設定が行えます。それぞれの項目を選択

すると設定ファイルが開かれます。

• Browse Packages …………パッケージフォルダを開く

• Settings - Default ……………デフォルト環境設定

• Settings - User ………………ユーザー環境設定

• Settings - More ………………詳細設定（言語別設定、集中モード設定）

• Key Bindings - Default ……デフォルトショートカットキー設定

• Key Bindings - User ………ユーザーショートカットキー設定

• Font ……………………………フォントサイズ設定

• Color Scheme ………………カラースキーム設定

環境設定と設定ファイル

Sublime Textの環境設定
1 5

Sublime Textは、インターフェイスやアプリケーションの挙動、
ショートカットの変更・追加など、非常に細かく設定することがで
きます。ここでは、Sublime Textをより自分に馴染ませるために
必須となる、環境設定の方法を解説します。
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JSON形式はJavaScript
の記法をベースにした
データフォーマットです。
主にWebサービスでデー
タを受け渡したり記録し
たりするために使われて
います。
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設定ファイルについて
　Sublime	Textでは環境設定を、GUIのパネルからマウス操作で設定するので

はなく、設定ファイルのテキストを編集することで設定します。

　テキスト編集での設定なので、最初は記法のルールなどで戸惑うかもしれませ

んが、慣れてしまうと非常にシンプルでわかりやすい設定方法です。また、テキ

ストデータで設定を管理しているため、別マシンへの環境移行や、環境の共有な

どを簡単にできる利点もあります。

設定ファイルの記述ルール
　前述のとおり、設定ファイルはテキストデータで書かれています。JSON形式*22

で書かれており、次のようなルールで記述する必要があります。

• 一行コメントは //、ブロックコメントは /* */

• 連続で指定する場合は ,（カンマ）で区切り指定する

• 値が複数ある場合は [ ]（ブラケット）で囲い ,（カンマ）区切りで指定する

• 配列の最後の値にカンマは書かない

　連想配列で指定しているので ,（カンマ）で区切る必要がありますが、最後の値

はカンマは不要です。また、値が複数ある場合は2次元配列にする必要があり、

[	 ]（ブラケット）で囲って ,（カンマ）で区切り指定します。この場合も最後の値は

カンマは不要です *23。

• 設定ファイルのルールセット

　設定ファイルのルールセットの例を見てみましょう。以下はフォントサイズを

設定する記述です。

{

    //"設定": "値"

    "font_size": 10

}

　設定名と値をセットで書き、設定名と値の間は :（コロン）で区切ります。

値が「true」か「false」、または数字の場合はそのまま記述します。それ以外のワー

ドで指定する場合は""（ダブルクォーテーション）で囲みましょう。
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　複数の設定を書く場合は、,（カンマ）で区切って指定していきます。以下はカ

ラースキームとフォントサイズを設定する記述です。

{

    "color_scheme": "Packages/Color Scheme - Default/Monokai.
tmTheme",

    "font_size": 10

}

　繰り返しますが、最後の行はカンマが不要になるのでそこだけ注意してくださ

い。この設定ファイルを保存すると即座に変更が反映されます。すぐに反映され

ない場合はSublime	Textを再起動してみましょう。何か記述に問題がある場合

は、保存するとエラーメッセージが表示されます図15。

図15 記述ミスがある場合、保存すると即座にエラーメッセージが表示される

　それでは実際に環境設定を変更してみましょう。Sublime	Textの環境設定を

行うには、［Preferences］→［Setting	-	User］を選択します。ショートカットキー

の ÌcommandÔ＋ ÌÓ,ÓÔ（Windowsでは不可）を押すか、もしくはコマンドパレット *24

から開くこともできます図16。

図16 コマンドパレットから開く

環境設定を変更する
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　選択して開かれる「Preferences.sublime-settings」ファイルがユーザー環境

設定ファイルです。ここに設定を記述していきます図17。

図17 ユーザー環境設定ファイル

　ただ、最初はコメントしか書かれていないので、何を記述したらいいかわから

ないと思います。［Preferences］→［Setting］→［Default］を選択すると、デフォ

ルトの環境設定ファイル *25を開くことができます図18。

図18 デフォルト環境設定ファイル

　ここから目的の設定を探し、ユーザー環境設定ファイルにコピー＆ペーストし

て設定を上書きしましょう。デフォルト環境設定ファイルはアップデートなどで

初期化される可能性があるので、直接書き換えないほうがいいでしょう *26。ユー

ザー環境設定は、デフォルト環境設定よりも優先されます。

　まずは、フォントサイズとカラースキームを変更して、設定方法を覚えましょう。

フォントサイズを変更する
　環境設定は基本的にテキストベースで環境設定ファイルに記述していきます

が、例外があります。それがフォントサイズとカラースキームの指定です。これ

らはメニューから選択して変更することができます。



S
ub

lim
e	Text を

導
入
し
よ
う

C
H

A
P

TER

1

32

　フォントサイズを大きくしてみましょう。メニューから［Preferences］→

［Font］→［Larger］を選択します図19。

図19 メニュー操作でフォントサイズを調整

　フォントサイズは即座に反映されます。ユーザー環境設定ファイルを開いてみ

ましょう。フォントサイズの設定ルールが追記されています図20。

図20 フォントサイズが記述されている

　さらにメニュー操作で拡大／縮小すれば、環境設定ファイルの数値がリアルタ

イムで変わっていきます。もちろん環境設定ファイル側に直接数値を入力しても、

サイズを変更することができます。

カラースキームを変更する
　続いて、カラースキームを変更してみましょう。カラースキームとは背景色や

文字色などの色設定がまとめられたものです。Sublime	Textの初期設定は黒背

景ですが、黒い画面が苦手という人は自分にあったカラースキームに切り替える

ことをおすすめします。

　カラースキームは［Preferences］→［Color	Scheme］	から選択できます。
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図21 ［Preferences］からカラースキームを選択

図21 カラースキーム「Dawn」を選択した例

　環境設定ファイルを開いてみると、カラースキームの設定が追記されているこ

とがわかります。デフォルトに戻したい場合はメニューから「Monokai」を選択

するか、もしくは環境設定ファイルからcolor_schemeの行を削除してファイ

ルを保存します。

そのほかの環境設定を変更する
　フォントとカラースキーム以外の設定は、デフォルト環境設定ファイルからコ

ピーして、設定を上書きしましょう。例として、フォントを変えてみます。

　フォントは、font_faceにフォント名を記述することで変更できます。デフォ

ルト環境設定ファイルの14行目あたりに書かれているので、行ごとコピーしま

しょう。

"font_face": "",
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　コピーしたら、ユーザー環境設定ファイルの最後の行に設定を追加してみま

しょう図22。

図22 font_faceにGeorgiaを指定

　例ですので、わかりやすくセリフ体の「Georgia」を指定してみます。しつこ

いようですが ,（カンマ）に注意しましょう。問題なさそうであれば保存します。

保存すると、フォントが「Georgia」になりました図23。

図23 フォントがGeorgiaになったのがわかる

　Sublime	Textはコード編集に使うことが多いですから、見た目だけでフォン

トを選ばずに、Adobeの「Source	Code	Pro*27」などのコーディングに使いや

すいものを使うことをおすすめします。

　このように、環境設定はデフォルト環境設定ファイルからユーザー環境設定

ファイルに、設定を上書きして指定することが基本となります。

言語ごとに環境設定を行う
　同じコードでも、HTMLやCSSのコードを編集するときと、JavaScript

やPythonを編集するときでは、使いやすい設定が異なるかもしれません。

Sublime	Textでは言語（シンタックス）ごとに環境設定を行うことができます。

　該当の言語のファイルを開いている状態で、［Preferences］メニューから

［Setting	-	More］→［Syntax	Specifi	c	-	User］を選択すると、言語ごとの設定

ファイル「拡張子 .sublime-settings」ファイルが作成されます図24。

http://sourceforge.net/projects/sourcecodepro.adobe/files/
http://sourceforge.net/projects/sourcecodepro.adobe/files/
http://sourceforge.net/projects/sourcecodepro.adobe/files/
http://sourceforge.net/projects/sourcecodepro.adobe/files/
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図24 言語ごとの設定ファイルを作成する

　後はそのファイルを編集して、その言語に合わせた設定を記述して保存します。

これについては2-2で詳しく解説しているので参照してください *28。

集中モードの設定を変更する
　カラムだけを全画面表示する集中モード *29の設定も変更することができます。

［Preferences］メニューから［Setting	-	More］→［Distraction	Free	-	User］を

選択すると、集中モードの設定ファイル「Distraction	Free.sublime-settings」

ファイルが開きます。集中モードのデフォルト設定は以下となっています。	

{

    "line_numbers": false, //行番号の表示

    "gutter": false,   // コードの左側のスペース

    "draw_centered": true, //中央寄せ

    "wrap_width": 80,  //横幅

    "word_wrap": true,  //行の折り返し

    "scroll_past_end": true //最終行からのスクロール

}

　必要な設定を「Distraction	Free.sublime-settings」ファイルに上書きしま

しょう。

　ショートカットキー（キーバインド）の変更や追加もPreferencesメニューか

ら行います。［Preferences］メニューから［Key	Bindings	-	User］を選択するか、

もしくはコマンドパレットから開くこともできます図25。

ショートカットキーを変更する
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図25 メニューまたはコマンドパレットから設定を開く

　「Default	(OS名).sublime-keymap」ファイルが開きます。OSによってショー

トカットキーが異なるので、OSごとに別ファイルで管理されています。

• （Mac） 「Default (OSX).sublime-keymap」ファイル

• （Windows） 「Default (Windows).sublime-keymap」ファイル

　ショートカットキーを変更する場合は、環境設定と同様にデフォルト設定から

ショートカットキー設定をコピーして、ユーザー設定で設定を上書きしましょ

う。デフォルトのショートカットキー設定ファイルは［Preferences］→［Key	

Bindings	-	Default］を選択するか、もしくはコマンドパレットから開くことも

できます。

　ショートカット設定は以下のように指定します。

[

    //{ "keys": ["ショートカット"], "command": "コマンド名" },

    { "keys": ["super+shift+n"], "command": "new_window" }

]

　上記の例では「ÌcommandÔ+ÌshiftÔ+ÌNÔ*30を押すと、new_windowコマンドを実行

する。」と設定されています。コマンド名から「新規ウィンドウ」とわかりますね。

　"keys"の値の"ショートカット"の内容を書き換えればショートカットキーが

変更できます。

　「新規ウィンドウ」のショートカットキーを変更してみましょう。ユーザー

ショートカット設定ファイルに、デフォルトから「新規ウィンドウ」の1行をコ

ピーします。そして、"ショートカット"を変更してみましょう。
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[

    //新規ウィンドウのショートカットを変更した例

    { "keys": ["ctrl+alt+f2"], "command": "new_window" }

]

　例なので、極端ですが ÌcontrolÔ+ÌaltÔ+ÌF2Ô*31に割り当ててみました。設定ファイル

を保存すると割り当てが反映され、ÌcontrolÔ+ÌaltÔ+ÌF2Ôで新規ウィンドウが開けるよ

うになります。

　なお、ユーザー設定を変更しても、デフォルトの ÌcommandÔ+ÌshiftÔ+ÌNÔを押して

新規ウィンドウを開くことができます。デフォルト設定とユーザー設定で、ショー

トカットキーがバッティングした場合のみ、ユーザー設定が優先されます。

　コマンド名は、あらかじめ決まっているので公式ドキュメントなどで確認しま

しょう図26。

図26 公式ドキュメントコマンド名一覧
（http://www.sublimetext.com/docs/commands）

　OSや IME、インストールしたパッケージなどによりショートカットキーが衝

突することがあります。意図した挙動にならない場合には、ここで解説した方法

でSublime	Textのショートカットキーをカスタマイズするか、OS側のショー

トカットキーを無効化しましょう。

http://www.sublimetext.com/docs/commands
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　Package	Controlのインストール方法にはSimpleとManualの2つがありま

すが、特別な理由がない限りはSimpleでいいでしょう。Simpleではサイトに

掲載されたコードをコピー&ペーストしますが、使用しているSublime	Textの

バージョンによって利用するコードが異なるので、必ず使用するバージョンのも

のを用いてインストールしましょう。また、公式サイトに書かれている最新のコー

ドを利用してください図27。

図27 公式ページ:	Installation	-	Package	Control
（https://sublime.wbond.net/installation）
赤で囲んだ部分のコードをコンソールに貼り付ける

Package Controlをインストールする

パッケージのインストール
1 6

Sublime Textは、パッケージと呼ばれる拡張をインストールするこ
とで、より便利に、より自分の手に馴染むエディタになっていきます。
そのパッケージの管理をしやすくするためのパッケージがPackage 
Controlです。パッケージの詳細については第3章以降で解説するの
で、ここではPackage Controlの使い方を中心に解説します。

https://sublime.wbond.net/installation
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インストール方法「Simple」
 ❶インストールしたバージョンのコードを公式サイトからコピーする

 ❷ メニューから［View］→［Show Console］を選択するか、ÌcontrolÔ＋ ÌÓ̀ ÓÔ（Windows

では ÌCtrlÔ＋ ÌÓ̀ ÓÔ）を押してコンソールを起動する

 ❸コンソールの入力欄にコードを貼り付けて ÌEnterÔを押す図28

図28 コンソールを表示して入力欄にコードを貼り付ける

　ÌEnterÔを押して、少し待つとコンソールに「plugins	loaded……」などのメッセー

ジが表示され、Package	Controlが使えるようになります。うまくいかない場

合はSublime	Textを再起動してみてください。

インストール方法「Manual」
 ❶メニューから［Preferences］→［Browse Packages］を選択してパッケージ

フォルダを開く

	❷ 	Installed Packagesに、公式サイトからダウンロードしたPackage Control. 

sublime-packageを入れる

	❸ 	Sublime Textを再起動する

　こちらの方法ではSublime	Textの再起動が必要な点に注意してください。

　Package	Controlをインストールすると、パッケージのインストールは、コ

マンドパレットと呼ばれる画面からできるようになります図29。

　まずは ÌcommandÔ＋ ÌshiftÔ＋ ÌPÔ（Windowsでは ÌCtrlÔ＋ ÌShiftÔ＋ ÌPÔ）を押すと、コマ

ンドパレットが表示されます。

パッケージをインストールする
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図29 Package	Controlインストール後のコマンドパレット

　この画面が表示できたら「install」と入力してみましょう。徐々に候補が絞ら

れてきて、「Package	Control:	 Install	Package」という項目が表示されたかと

思います図30。

図30 Install	Package

　「Package	Control:	Install	Package」にフォーカスされた状態で ÌEnterÔを押す

と、ステータスバーの左側で通信している様子が見られます。

　通信が終わるとコマンドパレットにパッケージ一覧が表示されます。ここに表

示されるのは、Package	Controlのデータベースに登録されているパッケージ

です図31。
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図31 パッケージリスト

　「Package	Control:	 Install	Package」を選択したときと同じように、思いつ

く名称を入力してみましょう。普段HTMLコーダーとして作業されている方は

「HTML5」や「Emmet」などでしょうか。具体的なパッケージ例については、こ

の後の章で詳しく書かれているので、先にそちらを参照してもいいでしょう。

　例として、Emmet*32をインストールする過程を解説します。

　コマンドパレットを表示し、Package	Control:	 Install	Packageを選択し、

入力欄に「emmet」と入力します。

図32 Install	PackageからEmmetを検索したところ

　徐々に候補が絞られていくので、M Nなどを使い、Emmetが選択された状態

にして ÌEnterÔを押すとインストールが始まります。

　Package	Controlのインストール時と同じように、ステータスバーの左下に

サーバと通信している様子が見られます。この通信が終わり、表示されたメッセー

ジに従いSublime	Textを再起動するとEmmetパッケージのインストール完了
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です図33。

図33 パッケージインストール後に表示されるメッセージ

　このようにパッケージによっては、インストールおよびアンインストール時に

Sublime	Textの再起動が必要な場合もあるので、完了後のメッセージを見落と

さないようにしましょう。パッケージをインストールおよびアンインストールす

るごとにSublime	Textを再起動するようにするようにしてしまえば、どちらの

場合でも対応できるので、そのように癖を付けてしまってもいいと思います。

　また、パッケージによってはインストール後にカスタマイズ方法などの紹介文

が表示されることもあります。後からその内容を参照したい場合には、パッケー

ジの公式ページから最新の情報を得るようにしましょう。

　まずはパッケージのインストール方法を紹介しましたが、Package	Control

にはほかにも覚えておきたい機能があります。Package	Controlのコマンドは

すべてPackage	Control:から始まるので、コマンドパレットから「Package	

Cont……」と入力していくと一覧表示できます。Sublime	Textをカスタマイズ

する場合などによく使う機能なので、覚えておきましょう。なお、以下のコマン

ド一覧では「Package	Control:」の部分は省略しています。

Package Controlでよく使う機能
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• Disable Package

パッケージを一時的に無効化するコマンドです。パッケージ自体は削除されな

いので、次に紹介するEnable	Packageコマンドで再度有効化できます。また、

パッケージに必要なPythonスクリプトや .sublime-keymapファイルなどが

読み込めなかった場合にも無効になります。無効化されたパッケージは、ステー

タスバーのメニューから、［Preferences］→［Settings	-User］で表示される

環境設定ファイル内の ignored_packagesという項目内に追加されます。

• Enable Package

無効にされたパッケージを再度有効化するコマンドです。Disable	Package

で無効化されたパッケージやデフォルトで無効になっているVintageを有効化

する際に使います。

• Remove Package

パッケージをアンインストールしたい場合に使うコマンドです。Disable	

Packageと違い、使用しているマシンからパッケージが削除されるので、再

度使用したい場合には、パッケージをインストールする必要があります。

• List Packages

インストールしたパッケージの一覧を見るためのコマンドです。一覧には無効

化されたパッケージも含まれ、各パッケージの簡単な説明文とバージョンが表

示されます。

• Install Packages

すでに紹介済みの、パッケージをインストールするコマンドです。デフォルト

ではPackage	Controlのデータベースに登録されていて、使用しているバー

ジョンのSublime	Textでインストール可能なパッケージのみがリストアップ

されます。

　これらのコマンドは部分一致のものをリストアップしてくれるので、パッケー

ジ一覧を見たい場合、コマンドパレットで「list」と入力すると、候補に「Package	

Control:	List	Packages」が表示されます。
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Package Controlのそのほかの基本コマンド
　以下は必須ではありませんが、覚えておくといざというときに役立つコマンド

です。そのほかに独自のリポジトリ *33を追加するコマンドや手動でのパッケー

ジアップデートコマンドなどがありますが、こちらについては第3章にて解説し

ます。

• Add Repository

Package	Controlのデータベースに登録されていないリポジトリを追加する

コマンドです。GitHubやBitBucketで公開されているパッケージをインス

トールおよび自動アップデートができるようになります。このコマンドを実行

すると、ステータスバーの上にGitHub	or	BitBucket	Web	URL,	or	Custom	

JSON	Repository	URLと書かれているので、隣にある入力欄に追加したい

パッケージのURLを貼り付けて ÌEnterÔを押すと、パッケージがインストール

されます。GitHubの場合は .gitを除いたURL、BitBucketの場合はhttps://

bitbucket.org/username/repositoryという形式のURLを使用します。

• Upgrade Package

アップグレード可能なパッケージリストを表示するコマンドです。表示されたリ

ストからパッケージを選択し、アップグレードできます。Sublime	Textは起動時

に自動的にアップグレードするので、定期的にアプリケーションを再起動してい

る場合にはこのコマンドを実行する必要はありません。Sublime	Textをめったに

再起動しない方は、このコマンドでアップグレード情報を確認するといいでしょ

う。

• Upgrade/Overwrite All Packages

Package	Control以外からインストールしたパッケージを含む全パッケージ

をアップグレードします。パッケージの内容を改変している場合には、このコ

マンドは使わないほうがいいでしょう。

• Package Control Settings – Default

デフォルト設定ファイルを開くためのコマンドです。こちらの設定は、

Package	Controlのアップグレード時に上書きされてしまいます。ユーザー

設定をする際のリファレンスとして使用しましょう。また、Sublime	Text	3

では、通常の方法では設定が上書きできないようになっています。

• Package Control Settings – User

Package	Controlのユーザー設定ファイルを開くためのコマンドです。カ

スタマイズ設定は、こちらのファイルに書いていきます。この設定は、

Package	Controlがアップグレードした場合にも上書きされません。

https://bitbucket.org/username/repository%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%86%E5%BD%A2%E5%BC%8F%E3%81%AEURL%E3%82%92%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://bitbucket.org/username/repository%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%86%E5%BD%A2%E5%BC%8F%E3%81%AEURL%E3%82%92%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
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• Add Channel

デフォルトでは、Package	Controlのデータベースに登録されているパッケー

ジのみが表示されますが、それ以外のリポジトリリストを追加したい場合にこ

ちらのコマンドを使用します。

• Discover Packages

パッケージ検索のコマンドです。こちらのコマンドはPackage	Controlの検

索ページから検索するためのコマンドなので、ブラウザが起動します。タグな

どから検索することもできるので、思いつく単語でいろいろと検索してみま

しょう。検索結果から各パッケージの詳細やカスタマイズ方法の確認、公式ペー

ジへの移動が可能です。

　Sublime	Textは起動時にPackage	Controlがパッケージのアップデート

を確認し、アップデートを実行してくれます。アップデートの確認と実行は、

Add	RepositoryやAdd	Channelでユーザーが追加したものに対しても有効に

なります。この設定は、Package	Controlのユーザー設定ファイルに"auto_

upgrade":	falseと追記することでオフにできますが、基本的にはこの機能をオ

フにする必要はないでしょう。

　自動でアップデートされたパッケージの1つ前のバージョンは、パッケージ

ディレクトリの1階層上にあるBackupにアップデートごとに保存されています。

何か不具合が起きた場合にはすぐに戻せるメリットもありますが、無限にバック

アップを取り続けるので、2つ前のバックアップなど不要なバックアップは定期

的に削除するようにしましょう。

　そのほかに、Create	Package	FileやCreate	Binary	Package	Fileというパッ

ケージの開発用のコマンドがありますが、基本的なコマンドからは外れるため割

愛します。パッケージの開発についても第3章で簡単に紹介しているので、自分

好みのパッケージ作成に挑戦してみたい方はそちらを参考してみてください *34。
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ConvertToUTF8
　数が減ってきているとはいえ、まだテキストの文字コードをShift_JISで作成

することもあるかと思います。残念ながらSublime	TextはShift_JISに対応し

ていません。

　ConvertToUTF8は、Sublime	Textが対応していない文字コードのファイル

を一時的にUTF-8に変換し、保存時に元の文字コードに戻してくれるパッケー

ジです。Shift_JIS以外にもアラビア語や中国語などのPython標準エンコーディ

ングで規定されているものに対応できるようになります。

Codec33 for ST3
　MacおよびLinux環境のSublime	Text	3では、ConvertToUTF8をインス

トールするだけではShift_JISを使うことができません。使用しているSublime	

Textがバージョン3の場合、Codecs33というパッケージをインストールする

必要があります。

　ConvertToUTF8とCodecs33のインストールは、Package	Control:	Install	

Packageから行えます。

Shift_JISのサポート

日本語環境の設定
1 7

Sublime Textはとても優秀なエディタですが、日本語をはじめと
するマルチバイト文字への対応が十分ではありません。デフォルト
で対応していないShift_JISなどの文字コードを使いたい場合には、
この項目の設定をしておきましょう。
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　Windows版のSublime	Textはインライン変換に対応していません図34。これ

では入力しにくいので、変換候補の位置を補正するためには、IMESupportとい

うパッケージをインストールします。

図34 入力中の文字が外部に表示される状態

　IMESupportのインストールは、Package	Controlから行えます。Sublime	

Text	2では、インストール後に再起動してください図35。

図35 インライン変換に対応した

　こちらのパッケージは、インライン変換での不具合をある程度補正してくれる

というもので、本書の執筆時点で入力位置の修正は完璧ではありません。

IMESupportの既知の不具合
• 連続入力時の不具合

IME	ONの状態で連続入力する場合、変換確定後の次の1文字が、前の入力開

始位置に表示されます。2文字以上入力すると正しい位置になります。

• 新しいViewで表示した場合の不具合

［File］メニューから［New	View	into	File］を選択して、現在開いているファ

イルを新しいViewで表示した場合、最初のView以外では正しく動作しない

ことがあります。

Windows版固有の設定
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　正しく動作していない場合は、作者のchikatoike氏に報告して対応していた

だくのを待ってみましょう。ほかのパッケージでも同様ですが、報告の際にはス

クリーンショットを撮るなどして、できるだけ具体的な症状を伝えるようにした

ほうが、パッケージ作者は対応しやすいでしょう。

IMESupportの制限事項
　検索文字列の入力やGoto	Anythingなど、メインエリア以外への入力には対

応していないため、これらに入力フォーカスがある場合、強制的に画面左上に表

示されてしまいます。

図36 Goto	Anythingでインライン変換ができない状態

　また、画面を垂直に分割している場合、左側に1つもタブ（View）が表示され

ていないと、右側のViewでは正しい位置に表示されません。同様に、水平分割

している場合に上側にViewがない場合は下側で正しい位置に表示されません。

図37 画面分割時にインライン変換ができない状態

　Sublime	Textの導入に積極的になれない理由として挙げられるものの1つに、

メニューがすべて英語ということがあるようです。

メニューの日本語化について
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　メニューを日本語化するためには、パッケージを使う方法とファイルを差し

替える方法がありますが、導入するパッケージなどに依存するため、どちらの

方法でも完全に日本語化することはできません。また、アップデートなどで上

書きされる可能性があります。以下に日本語化の方法を挙げますが、本書では

Sublime	Textのメニューは日本語化せず、英語表記のまま解説しています。

Japanizeでメニューを日本語化する
　日本語化に利用できるパッケージはいくつかありますが、今回はJapanize

を紹介します。こちらは、差し替えのファイルをパッケージとして利用でき

るようにしたものです。どちらの方法でも日本語化される内容は同じなので、

Japanizeのほうが管理が容易です。

	❶	Package Controlから「Japanize」を検索してインストールする

	❷ 	インストール後に表示される指示に従い設定ファイルを移動する

・Packages内にDefaultフォルダを作成し、Context.sublime-menu.jpの

ような .jpが付くファイルをすべて移動して .jpを削除する

・Packages内のUserにMain.sublime-menuを移動する

　指示に沿ってファイルを移動するとメニューの大半が日本語化されます。

DefautやUserにオリジナルファイルがある場合には、別の場所に保存しておき

ましょう。

図38 日本語化された状態
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　テーマのインストールは、パッケージと同じようにPackage	Controlから行

えます。テーマとカラースキーム *35の組み合わせでより自分好みの外観に変更

することができます。今回は、Sublime	Textのテーマで最も有名なSodaをイ

ンストールしてみます。

 ❶  Package Contorlの Install Packageから「Soda」を検索して ÌEnterÔを押す

図39

図39 Sodaの検索結果

テーマをインストールする

テーマの変更
1 8

デフォルトの状態ではほかのエディタに比べて地味な印象のある
Sublime Textのインターフェイスですが、テーマをインストール
することでインターフェイスの変更が可能です。
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 ❷［Preferences］メニューから［Settings - User］を選択し、以下を追記して保

存する図40

• （Sublime Text 2の場合） "theme": "Soda Light.sublime-theme"

• （Sublime Text 3の場合） "theme": "Soda Light 3.sublime-theme"

図40 設定行の末尾に「,」を足して設定を追記

 ❸設定ファイルを保存するとテーマが反映される図41

図41 タブやステータスバーが変化した

　SodaにはLightとDarkという2つのデザインがあります。今回はLightを指

定しましたが、設定のLightの部分をDarkとすると配色が変わります図42。

図42 Soda	Light（左）とSoda	Dark（右）
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　Sodaでは、タブの角を丸くしたり、サイドバーのアイコンを矢印からフォル

ダに変更したりすることができます。

タブの角を丸くする
　メニューから［Preferences］→［Settings	-	User］を選択して環境設定ファイ

ルを開き、以下を追記して保存すると、タブの形が変わります図43。

"soda_classic_tabs": true

図43 false（上）とtrue（下）

サイドバーのアイコンを変更する
　メニューから［Preferences］→［Settings	-	User］を選択して環境設定ファ

イルを開き、以下を追記して保存すると、サイドバーのアイコンが変わります

図44。

"soda_folder_icons": true

図44 false（左）とtrue（右）

Sodaを利用した外観のカスタマイズ
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　Sodaに限らず、テーマにはオプションが設定できることが多いでの、テーマ

を選ぶときには公式ページなどを参照し、設定可能な項目を探してみましょう。

また、Package	Controlからだけではテーマが適用された状態はわからないの

で、Package	Control公式ページの検索ページなどからテーマの詳細を確認し、

適用した状態を見てみるといいでしょう。

図45 Package	Control公式ページ（https://sublime.wbond.net/）で
「theme」を検索

　Flatlandなど、テーマによってはSublime	Textのアイコンが同梱されている

ものがあります図46。アイコンはパッケージコントロールからは変更できませ

んが、Macであれば、アイコンのファイルを上書きすることで変更できます。

• Sublime Text 2

/Applications/Sublime	Text	2.app/Contents/Resources/Sublime	Text	2.icns

• Sublime Text 3

/Applications/Sublime	Text.app/Contents/Resources/Sublime	Text.icns

アイコンの変更

https://sublime.wbond.net/
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図46 Flatlandのパッケージフォルダを開くとアイコンが入っている（Mac用）

　上書きして再起動をするとアイコンが変更されます図47。

図47 image

　Googleなどの検索エンジンで「Sublime	Text	アイコン」などと検索すれば、

Sublime	Text用のアイコン素材を配布しているサイトがたくさん見つかります。

　Windowsの場合、Macのようにアイコンファイルの直接の上書きでは変更で

きませんが、画像を icon形式のファイルに変換し、IconChangerのようなexe

ファイルのアイコンを変えるソフトを使えば変更できます図48。

図48 IconChanger（http://aboon.s33.xrea.com/
index.php?page=soft_iconchanger）

http://aboon.s33.xrea.com/index.php?page=soft_iconchanger
http://aboon.s33.xrea.com/index.php?page=soft_iconchanger
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